
 

「教師になりたい！」気持ちは 100％ですか？ 

この時期が教採合格への分かれ道です 

 

   

  

<日 時>  ６月  ２９日(金) １６：４５～１８：１５ 

<会     場>   Ｂ３０４（教育学部棟３階） 

<内     容>   ◇なぜ、教育ニュースが必要とされているのか？ 

※予定   ◇2030 年に教壇に立つために知っておきたいこととは？ 

       ◇実は簡単！ニュースの読み方のコツ   ほか                           

                      

 

 

<対 象> １～３年生（主に小・中・高校教員志望者） 

<講 師> 中原佑一朗（教育新聞社 教採記事編集者・インタビュアー） 

<事前申し込み> ６月２７日（水）までに、参加フォームにご入力ください。 

 

◆参加フォーム https://goo.gl/forms/p7w5Y36P6zQMZx9J2 

 

＜講師からメッセージ＞ 

講師の中原です。当日は「なぜ皆さんは教師を目指すのか」から出発します。未来の子供達のために、本気で教育について考える 

時間にしましょう！ご参加をお待ちしています！ 

   
ちょい読み 
＆深読み 

 

https://goo.gl/forms/p7w5Y36P6zQMZx9J2


教師を目指す

モチベーションが

高まりました

～教育新聞 教育ニュースの読み方セミナー参加者の声～

【新聞の読み方】【教育時事】【グループワーク】などを通じて、

「教師の役割」「教師になるために必要なこと」を学生に伝える

教育新聞のセミナーに実際に参加した学生の声をご紹介します。

VOICE



やる気を活性化させるセ

ミナーは、定期的に

やってほしい。今回

学んだことを活かして、

良い教育ができる教師に

なりたいと思った。

実践的でためにな

るお話しでした。必ず

新聞を活用して、６ヵ月

後には自信を持って面接

を受けられるように成長

します。

新聞の読み方をはじめて

知りました。自分が教員

になったとき、子ども

たちにも教えたい

と思いました。

教育時事と向き合うため

の視点を得ることができ

た。合格するためではな

く、”教師として生

かすため”に新聞を読

んでいきたい。

教育について考える際の

基本的な姿勢を教え

ていただいた。すごく参

考になった。１次試験の

半年前に参加できて本当

によかった。

新聞を手段として、自分

の目指す教師像を

具体的に考えて、そ

れに向かって実践してい

こうと感じた。

漠然と新聞を読むのでは

なく、教師として何を考

えるかを意識することで

教師としての質が

あがると感じた。

教育時事や課題に対して、

教師という立場でど

う取りくむかを考えるい

い機会になった。また、

考え方も明確にできまし

た。

※2016年に当社セミナーを開催した大学で参加学生にアンケートを実施。とても満足、おおむね満足と回答した数を集計した結果です。

100参加した学生の

満足度は、ほぼ ％


